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初生雛の イソ フル レ ン継続麻酔によ り
生 じた肝障害に対す る小柴胡湯の 影響
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【方法】演者等 は先にセボ フ ル レ ン を用い 初生雛の 肝 に及ぼす障害に つ い て ，
ハ ロー

セ ン

及び エ ン フル レ ン と比較検討を行い 、肝 に及ぼす障害が軽度であ り、小柴胡湯エ キス投与

に よっ て その 回復の有効性の 有 るこ とを報告 して きた。こ の 度孵化 8 日目の 名古屋 コ
ー一チ

ン純系種を用い 、初生雛 に対 し 1 日 4 時間 （1 回 1時間 1 日 4回）計96時間の イ ソフル レ

ン Lo ， 2．0％v／0，
v の もとで の 継続麻酔を行 っ た 。

【結果】継続麻酔に よっ て生ずる成育阻害及び血清 LDH 及び GOT ， GPT ， γ
一・

　G 丁 P

値の 変化か ら先に明 らか に して きたハ ロ
ー

セ ン ，
エ ン フ ル レ ン に 比 べ る とそ の 及ぼす影響

の小 さ い こ とを見 出し得た 。 成育阻害は 1％ V！02V処理にお い ては処理 14日目以 降に ， 2

％v10
、
V にお い て は処理 11日B 以降に認め られ 、 処理 24日目の 成育阻謇率は それ ぞれ、10．2

％，15．8％であ り、血清GOT 、 GPT ， γ
一GTP 値に おい て も、 対照雛の 283， 7 ， 27，

に 対 し、 1％処理雛に 於 い て は329， 6 ， 24
、

2％処理雛に於 い ては438， 7 ， 25が計測 さ

れ、GOT 値の 増加が認め られた 。 血清 LDH 組成に つ い て も、対照雛の 1 ： 2 ：3 ： 4 ：

5 ＝ 76．8 ：11．4 ：4．6 ：2．6 ：2．1に対 し麻酔処理雛 に おい ては 1％V処理で は66．3、 2％で

は49．8と LDH1 の 占める經成率の低下が見 られ 、 嫌気性移行及び GOT 値の 変動はハ ロ

ーセ ン に おける結果 より推定 し肝に及ぼす障窘に よる もの と考える。 此等処理雛に体重 100

gに対 して0．1gの ツ ム ラ小柴胡湯エ キス を経 ロ投与し、成育阻害の回復、血清 LDH 組成

変動、主 として GOT 値の 変動か ら其の 回復へ の 有効性 を見出し、走査電顕像か ら 、 処理

雛に於 い て も肝細胞に おけ るデ ィ ッ セ腔内面に微絨毛の見 られ るこ とは、先に報告 したセ

ボ フ ル レ ン の場合 と同 じよ うな結果であ り、対照雛 との 間に著しい 変化 は見出され なか っ

た 。

　肝動脈枝内面におけ る影響に つ い て も検肘を加え其の結果 に つ い て併せ て報告する 。
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